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1. 事業概要 

 

事業名 子どもの水の事故防止のための教育推進事業 

対象国・地域 タイ王国 バンコク都 

事業期間 2017 年 9 月 1 日～2018 年 8 月 31 日 

報告期間 2017 年 9 月 1 日～2017 年 11 月 30 日 

予算 25,561,077 円 

受益者 直接裨益者：300 人（生徒 250 人、教師およびボランティア 50 人） 

間接裨益者：5,000 人 

事業目的 水の事故防止に関する啓発・学習教材を開発し普及させ、また、子ども

たちが水難に備えた泳法を習得する 

 

2. 活動進捗 

当四半期は、事業開始に向けた内部会議、オリエンテーション、当会が同国パンガー県で実施してい

る子どもの水の事故防止のための事業の視察、年次活動計画やスケジュールの策定、対象校の選定、

水難に備えた泳法訓練計画の見直しと修正、主要な関係者・関係機関との調整など、主に事業開始に

向けての準備や調整を行いました。 

 

・事業開始に向けた内部会議、パンガー県事業視察 

2017 年 9 月 11 日に、事業チームが集まって事業開始に向けた内部会議を行い、主に、事業チームメ

ンバーそれぞれの役割や連携について話し合いました。また、より効果的で円滑な事業実施のために、

事業の質の担保、予算詳細、また特に支援者への報告内容や広報等について、チーム内で確認を行い

ました。この内部会議に加えて、新しいスタッフメンバーに対しては事業に関するオリエンテーションを行

い、当会がパンガー県で実施している子どもの水の事故防止事業を視察（9 月 13～21 日、10 月 7～12

日）しました。この視察を通して、事業チームのスタッフは、当事業を実施していくために有益な知識や実

践的な技術を得ることができました。 

 

・対象校の選定 

事業チームは、事業を実施する学校の選定基準について話し合い、以下 3 つの基準を設定しました： 

① 学校側に事業に対する関心と意欲がある 

② ニーズが高い（生徒の能力とリスクが高い） 

③ 学校側に、事業に協力して参加し、また将来的に活動を継続させていく能力がある 

これらを基準に、以下の 12 校から対象となる 5 校を選定するための調査を、12 月に行う予定です。 
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＜対象候補の学校と、バンコク都地図＞ 

学校名 地区［右の地図番号］ 

Watchanasongkram Phra Nakhon [1] 

Anuban parinayok school Phra Nakhon 

Phratumnuksuankularb Phra Nakhon 

Rachawinit Dusit [2] 

Dipangkornwittayapat  Dusit 

Plubpla School Pom Prap Sattru Phai [8] 

Sommanas Pom Prap Sattru Phai 

Mahaweeranuwat Samphanthawong [13]  

Watchaichanasongkram Samphanthawong 

Anubansamsen School Phayathai [14] 

Watwetawanthummawat  Bang Sue [29] 

Phayathai School  Ratchatawi [37]  

 

 

・事業計画、年次活動計画の策定 

子どもの安全および防災の専門家の助言をもとに、事業計画の詳細を詰め、それに沿った年次活動

計画（スケジュールを含む）を策定しました。 

 

・主要関係者・関係機関との調整 

セーブ・ザ・チルドレンは、タイの初等教育における主要政府機関である OBEC（the Office of Basic 

Education Commission＝タイ教育省基礎教育局）および教育省と強い協力関係を築いています。当事業

の実施には彼らの支援が必要不可欠なため、10 月には OBEC との打ち合わせを行い、今後どの機関と

どのように連携していくかについて話し合いました。また、当会もメンバーとなっている CSSF

（Comprehensive School Safety Framework＝包括役な学校安全枠組み）を主導する「タイ・セーフ・スク

ール・ネットワーク」を通し、他機関との調整や事業の周知を行いました。この他にも、主要な関係機関で

あるタイ・ライフセービング協会1が、教師と生徒向けの水難に備えた泳法訓練コース（ToT=指導者訓練）

において事業に協力していきます。 

 

                                                   
1 GAISF、国際オリンピック委員会、国際ワールドゲームズ協会、国際スポーツ科学体育会議等に加盟している

国際ライフセービング連盟のタイにおける代表組織。救命活動の実施・推進や水の安全に関する教育活動を含む

ライフセービングに寄与する活動を実施しています 
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活動 1. ピア・モデリング手法2や大人による適切なサポート、子どもにとって親しみやすい活動を通じて、

小学生、保護者、そして地域社会に対して、子どもの水の事故防止のための啓発活動を行う 

1.1 子どもの水の事故防止のための絵画と物語づくり 

この活動は、水の事故防止と学校安全3について、指導者研修（ToT）を通して教師が絵画と物語づく

りの方法で子どもたちに教えられるようになることを目的としています。第 2 四半期（2017 年 12 月～2018

年 2 月）に実施を予定しています。 

 

1.2 生徒に対する、水の事故防止と学校安全のための学習の実施 

この活動は、子どもにとって親しみやすい教材の開発と物語づくり、絵画の活動を通して、子どもたち

の水上安全と水の事故防止、学校安全についての意識、知識と理解を向上させることを目的としていま

す。第 3 四半期（2018 年 3 月～5 月）と第 4 四半期（2018 年 6 月～8 月）に実施を予定しています。 

 

活動 2. 小学生に、水資源から身の安全を守る方法を教授する 

溺死のリスクを最小限に抑えるために、学校はリスク削減の一環として、水の事故防止に取り組まな

ければなりません。その一環として、水泳の授業には、水資源から身の安全を守る方法が採り入れられ

ることが望まれます。子どもたちが水上安全についての技術を身につけ正しい知識を得ることを目的とし、

実際のプールでの水難に備えた泳法訓練と、理論的な学習の両方が含まれる必要があります。 

 

2.1 教師に対する、水難に備えた泳法の ToT 

当四半期は、主要な関係者・関係機関に事業内容についての説明を行い、今後調整が必要な事項に

ついて話し合いました。この活動は、第 2 四半期に実施が予定されています。 

 

2.2 生徒に対する、水難に備えた泳法訓練の実施 

現在パンガー県で実施している子どもの水の事故防止事業で使用している泳法訓練計画は、都市部

を想定したものではありません。そのため当四半期は、既存の訓練計画の見直しを行い、都市部の環境

に合うよう修正を行いました。この活動は、第 2 四半期に実施が予定されています。 

 

活動 3.  タイにおける水の事故防止のための対策を推進する  

3.1 水の事故防止と学校安全に関する IEC（Information Education Communication＝情報・教育・コミュ

ニケーション）教材の制作および普及 

事業チームは、子どもの安全のために当会が子どもたちを対象に実施している交通安全事業や防災

事業の事業チームと、それぞれの事業の目的や活動内容を共有するための話し合いを行いました。子

どもの安全に関するメッセージをより効果的に波及させていくことを目的に、この 2 つの事業と統合させ

                                                   
2 ロールモデルとなる他の生徒の行動などから学ぶ手法 
3 学校内外において子どもたちが安全・安心に生活できる環境づくりを指し、具体的な方策として、安全な学習

施設の整備や学校における災害管理、防災教育などが含まれます 
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る形で、啓発、学習のための IEC 教材を制作する予定です。 

 

3.2 事業振り返りワークショップおよび展示会（ギャラリーウォーク）の実施 

この活動は、第 4 四半期に実施される予定です。 

 

3.3 水の事故防止のための"Alert Little Tun"アニメーションの制作 

先行事業（2016 年 9 月～2017 年 8 月）で作成された”Alert Little Tun”4のアニメーションの放映につ

いては、現在 Thai PBS（タイの公共テレビ放送局）の最終確認を待っている状態ですが、2018 年に放映

される予定です。現在、新しいエピソードのコンセプトが作られているところで、次四半期にレビューが行

われる予定です。 

 

3.4  OBEC とのアドボカシー（水上の安全ガイドラインの作成） 

OBEC、教育省および「タイ・セーフ・スクール・ネットワーク」と打ち合わせを行っており、次四半期にガ

イドラインを作成する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
4 2014 年度ファミリーマート様によるご支援いただいた事業「アユタヤ県における学校教育を通じた防災事業」で製作さ

れた、防災に関する子ども向け絵本。モグラの Tun が動物の仲間たちと防災（特に洪水災害への対応）について学ん

でいくストーリー。アニメーション版も製作されました(You Tube)： 

洪水前の対策 https://www.youtube.com/watch?v=2qGwY0g4gU0 

洪水が来た時の対策 https://www.youtube.com/watch?v=KST0lXQKCdg 

洪水後の対応 https://www.youtube.com/watch?v=KST0lXQKCdg 
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3. 今後の活動予定 

 

Activities / Month-Year 
2017 2018 

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

Objective 1: ピア・モデリング手法や大人による適切なサポート、子どもにとって親しみやすい活動を通じて、小学生、保護者、そして

地域社会に対して、子どもの水の事故防止のための啓発活動を行う 

1.1 子どもの水の事故防止のための絵画と物語づくり 

1.1.1 水の事故防止と学校安全に関する

IEC（情報・教育・コミュニケーション）教材

開発の ToT                          

1.1.2 水の事故防止と学校安全に関する

物語づくりと絵画の活動の ToT             
  

        

1.2 生徒に対する、水の事故防止と学校安全のための学習の実施 

1.2.1 水の事故防止と学校安全のため

の、子どもにとって親しみやすい学習教

材開発             

1.2.2 水の事故防止と学校安全のための

物語づくりと絵画の活動の研修                         

Objective 2: 小学生に、水資源から身の安全を守る方法を教授する 

2.1 教師に対する、水難に備えた泳法の ToT 

2.1.1 対象校選定、対象 5 校における、

事業開始のためのオリエンテーション                         

2.1.2 教師に対する、水難に備えた泳法

の ToT の実施                         

2.2 生徒に対する、水難に備えた泳法訓練の実施  

生徒に対する、水難に備えた泳法訓練の

実施                          

Objective 3: タイにおける水の事故防止のための対策を推進する 

3.1 水の事故防止と学校安全に関する

IEC 教材の制作および普及             

3.2 事業振り返りワークショップおよび展

示会（ギャラリーウォーク）の実施             

3.3 水の事故防止のための"Alert Little 

Tun"アニメーションの作成              

3.4 OBEC とのアドボカシー（水上の安全

ガイドラインの作成）                         
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4. 活動写真 

 

 

 

 

 

OBEC との打ち合わせで、様々な

機関との連携について話し合う

（2017 年 11 月 28 日） 

パンガー県で行われている事業

の視察。プールで行われている

救助方法に関する訓練を見学し

た（2017 年 10 月 12 日） 

パンガー県で行われている事業

の視察。子ども向けの救急法に

ついての講義を見学する（2017

年 10 月 11 日） 


